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1. 平成29年3月期第2四半期の業績（平成28年4月1日～平成28年9月30日）

(1) 経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

29年3月期第2四半期 2,941 0.3 402 8.1 403 4.2 295 15.9
28年3月期第2四半期 2,932 △1.9 372 18.0 387 18.0 254 21.8

1株当たり四半期純利益 潜在株式調整後1株当たり四半期純利益
円 銭 円 銭

29年3月期第2四半期 36.37 ―
28年3月期第2四半期 31.38 ―

(2) 財政状態
総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産

百万円 百万円 ％ 円 銭

29年3月期第2四半期 16,053 13,910 86.7 1,711.94
28年3月期 16,105 13,732 85.3 1,689.95
（参考）自己資本 29年3月期第2四半期 13,910百万円 28年3月期 13,732百万円

2. 配当の状況
年間配当金

第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計
円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

28年3月期 ― 8.00 ― 8.00 16.00
29年3月期 ― 8.00
29年3月期（予想） ― 8.00 16.00

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ： 無

3. 平成29年 3月期の業績予想（平成28年 4月 1日～平成29年 3月31日）
（％表示は、対前期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
1株当たり当期
純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 6,300 1.0 820 2.0 850 0.5 590 4.9 72.61

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ： 有
詳細は、添付資料Ｐ.２「１.当四半期決算に関する定性的情報（３）業績予想などの将来予測情報に関する説明」をご覧ください。



※ 注記事項

(1) 四半期財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 有
（注）詳細は、添付資料Ｐ．３「サマリー情報（注記事項）に関する事項」をご覧ください。

(2) 会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示
①会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 有
②①以外の会計方針の変更 ： 無
③会計上の見積りの変更 ： 無
④修正再表示 ： 無
（注）詳細は、添付資料Ｐ．３「サマリー情報（注記事項）に関する事項」をご覧ください。

(3) 発行済株式数（普通株式）
① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 29年3月期2Q 8,930,000 株 28年3月期 8,930,000 株
② 期末自己株式数 29年3月期2Q 804,428 株 28年3月期 803,928 株
③ 期中平均株式数（四半期累計） 29年3月期2Q 8,125,643 株 28年3月期2Q 8,126,314 株

※四半期レビュー手続の実施状況に関する表示
　この四半期決算短信は、金融商品取引法に基づく四半期レビュー手続きの対象外であり、この四半期決算短信の開示時点において、金融商品取引法に基づ
く四半期財務諸表のレビュー手続きは終了しておりません。

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項
　本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に基づいており、実際
の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる仮定及び業績予想のご利用に当たっての注意事項等については、添付資
料Ｐ．２「業績予想などの将来予測情報に関する説明」をご覧ください。
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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

 当第２四半期累計期間におけるわが国経済は、中国や新興国の景気減速や英国のＥＵ離脱問題などの海外情勢不

安があり、円高の進行に伴う企業収益の悪化も懸念され、景気の先行きは依然として不透明な状況が続いておりま

す。 

 

 このような状況の下、当社のセグメント別の業績は、次のとおりであります。

＜建築材料事業＞ 

 化粧板製品は、高圧メラミン化粧板については、トイレブース市場の需要が堅調に推移したことにより、販売は

増加いたしました。また、不燃メラミン化粧板「パニート」は、ＤＩＹ市場や小中学校のトイレ壁面向けなどの非

住宅市場での新規顧客獲得に注力したことにより、販売は増加いたしました。その結果、化粧板製品の売上高は

2,079百万円（前年同四半期比103.4％）となりました。電子部品業界向け製品は、パソコン関連やアミューズメン

ト関連の需要は低迷したものの、車載関連は安全装置の普及拡大で電子部品搭載点数は増加傾向にあることから需

要は増加いたしました。その結果、電子部品業界向け製品の売上高は356百万円（前年同四半期比101.7％）となり

ました。ケミカルアンカー製品は、前年４月にフルモデルチェンジした「スチレン」を原材料に使用しないノンス

チレン仕様の製品について、インフラ市場への提案活動や展示会での情報発信に注力いたしました。しかしなが

ら、夏場の学校耐震補強工事の大幅な減少や、公共工事の減少により、販売は減少いたしました。その結果、ケミ

カルアンカー製品の売上高は372百万円（前年同四半期比83.0％）となりました。

 これらの結果、建築材料事業セグメントの売上高は2,808百万円（前年同四半期比99.9％）となりました。

＜不動産事業＞ 

 不動産事業は、都心のオフィスビルの空室率が減少したことなどの影響により売上は増加いたしました。その結

果、不動産事業セグメントの売上高は132百万円（前年同四半期比109.2％）となりました。 

 

 全社の業績といたしましては、売上高は2,941百万円（前年同四半期比100.3％）、営業利益は402百万円（前年

同四半期比108.1％）、経常利益は403百万円（前年同四半期比104.2％）、四半期純利益は295百万円（前年同四半

期比115.9％）となりました。 

 

（２）財政状態に関する説明

 当第２四半期会計期間末における総資産は、前事業年度末に比べて52百万円減少の16,053百万円となりまし 

た。これは主に、現金及び預金が増加したものの、受取手形及び売掛金や投資有価証券が減少したこと等によるも

のです。負債は前事業年度末に比べて230百万円減少の2,142百万円となりました。これは主に、支払手形及び買掛

金や未払法人税等が減少したこと等によるものです。また、純資産は前事業年度末に比べて177百万円増加の

13,910百万円となりました。これは主に、四半期純利益を295百万円計上したこと等によるものです。

 

（３）業績予想などの将来予測情報に関する説明

 業績につきましては、平成28年５月13日の「平成28年３月期 決算短信（非連結）」で公表いたしました通期の

業績予想に対し、当第２四半期累計期間の実績を踏まえて、下記のとおり修正いたしました。

 

平成29年３月期 通期業績予想数値の修正（平成28年４月１日～平成29年３月31日）

  売上高 営業利益 経常利益 当期純利益

前回発表予想（A）
百万円 百万円 百万円 百万円

6,500 830 850 590

今回修正予想（B） 6,300 820 850 590 

増減額（B-A） △200 △10 - -

増減率（%） △3.1 △1.2 - -

前期実績

（平成28年３月期）
6,234 804 845 562 
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２．サマリー情報（注記事項）に関する事項

（１）四半期財務諸表の作成に特有の会計処理の適用

 税金費用については、当第２四半期会計期間を含む事業年度の税引前当期純利益に対する税効果会計適用後の実 

効税率を合理的に見積り、税引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算しております。

 

（２）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

 会計方針の変更

（平成28年度税制改正に係る減価償却方法の変更に関する実務上の取扱いの適用） 

 法人税法の改正に伴い、「平成28年度税制改正に係る減価償却方法の変更に関する実務上の取扱い」（実務対応

報告第32号 平成28年６月17日）を第１四半期会計期間に適用し、平成28年４月１日以後に取得した建物附属設備

及び構築物に係る減価償却方法を定率法から定額法に変更しております。

 この変更による当第２四半期累計期間の損益に与える影響は軽微であります。

 

（３）追加情報

（繰延税金資産の回収可能性に関する適用指針の適用）

 「繰延税金資産の回収可能性に関する適用指針」（企業会計基準適用指針第26号 平成28年３月28日）を第１四

半期会計期間から適用しております。
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３．四半期財務諸表

（１）四半期貸借対照表

    （単位：千円） 

 
前事業年度 

(平成28年３月31日) 
当第２四半期会計期間 
(平成28年９月30日) 

資産の部    

流動資産    

現金及び預金 5,094,299 5,767,132 

受取手形及び売掛金 2,308,730 2,095,570 

有価証券 170,981 141,456 

商品及び製品 235,352 195,288 

仕掛品 50,267 50,360 

原材料及び貯蔵品 314,488 314,568 

その他 123,747 147,348 

流動資産合計 8,297,866 8,711,725 

固定資産    

有形固定資産    

建物（純額） 2,566,210 2,535,460 

土地 3,006,047 3,006,047 

その他（純額） 852,238 968,331 

有形固定資産合計 6,424,497 6,509,839 

無形固定資産 22,569 21,346 

投資その他の資産    

投資有価証券 1,007,208 453,455 

その他 353,669 357,026 

投資その他の資産合計 1,360,878 810,481 

固定資産合計 7,807,944 7,341,668 

資産合計 16,105,810 16,053,394 

負債の部    

流動負債    

支払手形及び買掛金 591,355 461,645 

電子記録債務 566,325 530,421 

未払法人税等 239,481 190,354 

引当金 46,647 66,714 

その他 484,671 450,954 

流動負債合計 1,928,480 1,700,091 

固定負債    

役員退職慰労引当金 283,032 290,184 

その他 161,653 152,626 

固定負債合計 444,685 442,810 

負債合計 2,373,166 2,142,901 

純資産の部    

株主資本    

資本金 2,515,383 2,515,383 

資本剰余金 2,305,533 2,305,533 

利益剰余金 9,250,484 9,481,022 

自己株式 △368,897 △369,166 

株主資本合計 13,702,502 13,932,772 

評価・換算差額等    

その他有価証券評価差額金 30,141 △22,279 

評価・換算差額等合計 30,141 △22,279 

純資産合計 13,732,643 13,910,492 

負債純資産合計 16,105,810 16,053,394 
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（２）四半期損益計算書

（第２四半期累計期間）

    （単位：千円） 

 
前第２四半期累計期間 
(自 平成27年４月１日 

 至 平成27年９月30日) 

当第２四半期累計期間 
(自 平成28年４月１日 
 至 平成28年９月30日) 

売上高 2,932,913 2,941,484 

売上原価 1,810,272 1,774,870 

売上総利益 1,122,641 1,166,613 

販売費及び一般管理費 750,482 764,439 

営業利益 372,158 402,173 

営業外収益    

受取利息 11,204 7,345 

受取配当金 4,445 1,578 

受取賃貸料 6,077 5,096 

その他 2,936 2,813 

営業外収益合計 24,664 16,833 

営業外費用    

支払利息 6 3 

売上割引 7,562 6,539 

為替差損 227 6,753 

賃貸費用 1,646 2,079 

その他 158 154 

営業外費用合計 9,602 15,531 

経常利益 387,220 403,475 

特別利益    

投資有価証券売却益 27,607 49,902 

投資有価証券償還益 - 12,518 

特別利益合計 27,607 62,420 

特別損失    

投資有価証券評価損 23,638 - 

固定資産除却損 0 1,600 

特別損失合計 23,638 1,600 

税引前四半期純利益 391,188 464,296 

法人税等 136,213 168,749 

四半期純利益 254,974 295,546 
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（３）四半期財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

 該当事項はありません。

 

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

 該当事項はありません。
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４．補足情報

 平成29年３月期第２四半期決算短信参考資料

 

１.平成29年３月期第２四半期の業績

(１)経営成績                                    （単位：千円未満切捨）

 

前第２四半期累計期間 

（自 平成27年４月１日 

  至 平成27年９月30日） 

当第２四半期累計期間 

（自 平成28年４月１日 

  至 平成28年９月30日） 

前事業年度 

（自 平成27年４月１日 

   至 平成28年３月31日） 

  金額
前年同期比

（％）
金額

前年同期比

（％）
金額

前年同期比

（％）

売上高 2,932,913 98.1 2,941,484 100.3 6,234,762 97.4

営業利益 372,158 118.0 402,173 108.1 804,094 114.4

経常利益 387,220 118.0 403,475 104.2 845,811 116.4

四半期（当期）純利益 254,974 121.8 295,546 115.9 562,289 116.4

1株当たり四半期（当

期）純利益
31円38銭 36円37銭 69円19銭

 

(２)セグメント別売上高

 

売上高

コメント金額

(百万円）

構成比

（％）

増減率

（％）

建築材料事業        

化粧板製品 2,079 70.7 3.4

 高圧メラミン化粧板については、トイレブー

ス市場の需要が堅調に推移したことにより、販

売は増加いたしました。また、不燃メラミン化

粧板「パニート」は、ＤＩＹ市場や小中学校の

トイレ壁面向けなどの非住宅市場での新規顧客

獲得に注力したことにより、販売は増加いたし

ました。

電子部品業界向

け製品
356 12.1 1.7

 パソコン関連やアミューズメント関連の需要

は低迷したものの、車載関連は安全装置の普及

拡大で電子部品搭載点数は増加傾向にあること

から需要は増加いたしました。

ケミカルアンカ

ー製品
372 12.7 △17.0

 前年４月にフルモデルチェンジした「スチレ

ン」を原材料に使用しないノンスチレン仕様の

製品について、インフラ市場への提案活動や展

示会での情報発信に注力いたしました。しかし

ながら、夏場の学校耐震補強工事の大幅な減少

や、公共工事の減少により、販売は大幅に減少

いたしました。 

小計 2,808 95.5 △0.1  

不動産事業 132 4.5 9.2
 都心のオフィスビルの空室率が減少したこと

などの影響により売上は増加いたしました。 

合計 2,941 100.0 0.3  
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(３)業績の説明 

 業績につきましては、売上高売上原価率が60.3％と1.4ポイント改善いたしました。また、売上高販管費比率が

26.0％と0.4ポイント悪化した結果、売上高営業利益率は1.0ポイント改善し13.7％となりました。

 

(４)設備について

 工場の生産設備等に１億34百万円の投資を行いました。なお、当第２四半期累計期間における減価償却費は１億49百

万円であります。 

 

(５)配当金について

 配当金につきましては、中間配当金として８円、年間配当金16円を予定しております。

 

(６)財政状況について

 総資産160億53百万円、純資産139億10百万円、自己資本比率86.7％、１株当たり純資産1,711円94銭であります。

 

２.通期の見通し

(１)経営成績予想

売上高        63億円    対前期増減率   1.0％増

営業利益    ８億20百万円       〃     2.0％増

経常利益    ８億50百万円       〃     0.5％増

当期純利益   ５億90百万円       〃     4.9％増

 

(２)セグメント別売上高

                      （単位：百万円未満切捨）

 
通期予想

金額 構成（％） 増減（％）

建築材料事業 6,040 95.9 0.9

不動産事業 260 4.1 5.7

合計 6,300 100.0 1.0

 

(３)設備投資について

 当下半期の設備投資は、主に工場の生産設備等に５億84百万円の投資を予定しております。

 なお、通期の減価償却費として３億74百万円を予定しております。
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